
時間割コード KZ3001 ナンバリング KZ-ARS-331-COE 科⽬分野 演習

開講曜⽇・時限 集中 単位数 2 ⽇英区分 ⽇本語

対象学⽣ 全学共通 対象年次 1年次 〜 4年次

開講年度 2022年度前期 共通教育（基盤・教養・教育学部以外の教職）

科⽬名 5学部混合地域PBL Ⅰ

担当教員（ローマ字表記） 伊藤 雅⼀, 清⽔ 恵美⼦（Shimizu Emiko）

シラバス⽤備考 【前期】

授業題⽬/Title
 

授業の概要/Course Overview
ひたちなかまちづくり株式会社、ひたちなか商⼯会議所の協⼒を得て、勝⽥駅周辺をフィールドとして⾏うPBLである。受講⽣は「まちづく
り」とは何かを考え、ひたちなか市の現状と多様性、駅前周辺の空間が抱える課題を認識する。現地視察や「まちづくり」に取り組む⼈々と
の交流から「まちづくり」の実践を学ぶ。グループワークやアイデアの発表を重ねながら、学⽣の参画⽅法を検討し、地域の未来づくりの提
案を⾏う。

キーワード/Keyword(s)
地域、PBL、学際性、まちづくり、商店街、プロモーション、リノベーション、景観

到達⽬標/Learning Objectives
①「まちづくり」とは何かを考え、直⾯している課題にどのような⼈々がどう向き合い、乗り越えようとしているのかを理解できる。
②講義、現地視察、ヒアリング、グループ・ワーク、振り返りなどにより、「まち」を多⾓的な視点から⾒つめ、課題解決について思考でき
る。
③⾃ら「まちづくり」に関わっていく意欲や⽅法の⽷⼝を⾒出せる。

授業及び授業外の学修/Lesson plans & homework
第1回 地域社会と地元企業についての講義
第2回 事前学習課題の取り組みを共有
第3回 ひたちなか市や勝⽥駅周辺の成り⽴ちを知る
第4回 ひたちなか市や勝⽥駅周辺の近年の取り組みを知る
第5回 地元企業による地域貢献の整理、取り組みに貢献できそうなアイデアの共有

第6回 これまでの取り組みを振り返る、グループ内の思いや考えの共有
第7回 現状分析やアイデア出しの⽅法についての講義
第8回 グループとしての⽅向性の確認​
第9回 グループのアイデアを具体化する議論
第10回 グループごとの中間発表、中間発表に対する講師からの講評

第11回 これまでの取り組みを振り返る、発表にあたっての留意点についての講義
第12回 グループごとにアイデアの整理と⽅向性の確認
第13回 グループごとに発表資料のまとめや講師への確認
第14回 グループごとの最終発表
第15回 最終発表に対する講師からの講評



【授業外学修】 (標準学習時間:各回2時間)
・予習として、事前課題に取り組む。事前課題は授業１⽇⽬に提出する。
・関係する資料を図書館やインターネットなどで⼊⼿し、読んでおく。
・配布される資料を参考に授業後復習と予習を⾏う。
・授業ではグループ・ワークが多く⾏われるため、⾃分⾃⾝の意⾒を明確に述べられるよう準備をしておく。
・状況に応じて、３⽇間の授業終了後、レポートを課すことがある。 

【アクティブラーニング】
グループワークを中⼼に活動し、プレゼンテーションを複数回⾏う。
必要に応じでフィールドワークに取り組む。

履修上の注意/Notes
【説明会】
・受講希望者は必ず出席すること。
・6⽉下旬〜7⽉上旬に説明会を開催する予定。履修登録は7⽉中に⾏う予定。

【授業】
・9⽉中旬の3⽇間で実施予定。
・授業の内容や順番は変更になる場合がある。
・実施場所はひたちなか商⼯会議所、勝⽥駅周辺、茨城⼤学⽔⼾キャンパスの予定である。
・現地集合、現地解散となる。
・遅刻または早退3回で1回の⽋席とみなす。30分以上の遅刻または早退は⽋席とする。
・実施場所（最寄駅は勝⽥駅）までの交通費と３⽇間の昼⾷費は個⼈負担となる。
・受講⼈数は30名程度の予定。

＊社会状況（新型コロナウイルスの影響など）に応じて⽇程などの変更がありうる。

情報端末の活⽤
・Teamsによる学習資料の配布等を⾏う。
・授業内においても、各種調査等に活⽤するのでＰＣを持参すること。

成績評価基準/Evaluation criteria
Ａ＋︓「まちづくり」とその取り組みに関する基本的な知識と考え⽅を⼗分に修得し、「まちづくり」に関わっていく意欲と⼿法を獲得して
いる。
Ａ ︓「まちづくり」とその取り組みに関する基本的な知識と考え⽅を修得し、「まちづくり」に何らかの形で関わっていく意欲と⼿法を獲得
している。
Ｂ ︓「まちづくり」とその取り組みに関する基本的な知識と考え⽅を概ね修得している。
Ｃ ︓「まちづくり」とその取り組みに関する基本的な知識と考え⽅について最低限修得している。
Ｄ ︓「まちづくり」とその取り組みに関する基本的な知識と考え⽅が修得できていない。

成績の評価⽅法/Grading
事前学習課題の取り組み︓20％
授業中の取り組み︓40％
各発表の取り組み︓40％



教科書/Textbook(s)
備考 教科書︓特になし

参考書/Reference Book(s)
参考書1

書名 学⽣まちづくらーの奇跡 : 国⽴発!!⼀橋⼤⽣のコミュニティ・ビジネス

著者名 菱沼勇介, ⽥中えり⼦編 ; KF書籍化プロジェクト著

出版社 学⽂社

出版年 2012

ISBN 4762022446

教材費 1800

参考書2

書名 商店街再⽣計画 : ⼤学とのコラボでよみがえれ!

著者名 三浦展, 神奈川⼤学曽我部昌史研究室著

出版社 洋泉社

出版年 2008

ISBN 4862482716

教材費 1500

参考書3

書名 商店街は学びのキャンパス : 現場に学ぶまちづくり総合政策学への招待 : まちかど研究室「ほんまちラボ」からの発信

著者名 ⽚寄俊秀 著

出版社 関⻄学院⼤学出版会

出版年 2002

ISBN 4907654405

教材費 2200

参考書4

書名 キーワード地域社会学 新版

著者名 地域社会学会編

出版社 ハーベスト社

出版年 2011

ISBN 9784863390287

教材費  

関連するディプロマ・ポリシーの要素・能⼒
世界の俯瞰的理解  

専⾨分野の学⼒ △

課題解決能⼒ ◎

コミュニケーション⼒ ◎



実践的英語⼒  

社会⼈としての姿勢 ◎

地域活性化志向 ◎

アクティブ・ラーニング型科⽬
〇

PBL科⽬
〇

地域志向科⽬
〇

使⽤⾔語
⽇本語

実務経験のある教員による授業科⽬
 まちづくりについて実践的経験のある教員、公的な⽀援機関の職員、企業の社員が、その経験に基づき、今⽇的なまちづくりについて講義
や授業⽀援を⾏う。

実践的教育から構成される授業科⽬
 

社会⼈リカレント教育（専⾨コース・カスタムコース）
授業科⽬提供  受講条件等  



時間割コード KZ3002 ナンバリング KZ-ARS-331-COE 科⽬分野 演習

開講曜⽇・時限 集中 単位数 2 ⽇英区分 ⽇本語

対象学⽣ 全学共通 対象年次 2年次 〜 4年次

開講年度 2022年度前期 共通教育（基盤・教養・教育学部以外の教職）

科⽬名 5学部混合地域PBL Ⅱ

担当教員（ローマ字表記） 伊藤 雅⼀, 清⽔ 恵美⼦（Shimizu Emiko）

シラバス⽤備考 【前期】

授業題⽬/Title
 

授業の概要/Course Overview
株式会社サザコーヒーとひたちなか商⼯会議所の協⼒を得て、経営、マーケティング、社会貢献、⼈材育成の⾯から、地元企業の経営と地域
貢献について学び、課題解決提案を通して経営に触れるPBLである。受講⽣は当該企業の経営の特徴と強み、魅⼒的なカフェ空間の創出、企
業が求める⼈材について理解する。現状分析やアイデア出しの⽅法についての講義、社員とのディスカッション、テーマに応じた店舗や⼯場
の⾒学などを通して、継続性、収益性を押さえながらプランの具体化を⽬指す。

キーワード/Keyword(s)
地域、PBL、学際性、企業経営、地域貢献、カフェ

到達⽬標/Learning Objectives
①サザコーヒーの取り組みを通して、地元企業の役割や企業経営について理解できる。
②講義、現地視察、ヒアリング、グループ・ワーク、振り返りなどにより、⽬標やプランを設定し、具体的な活動に関わっていく意欲や⽅法
の⽷⼝を⾒出せる。

授業及び授業外の学修/Lesson plans & homework
第1回 地域社会と地元企業についての講義
第2回 事前学習課題の取り組みを共有
第3回 株式会社サザコーヒーの成り⽴ちを知る
第4回 株式会社サザコーヒーの近年の取り組みを知る
第5回 地元企業による地域貢献の整理、取り組みに貢献できそうなアイデアの共有

第6回 これまでの取り組みを振り返る、グループ内の思いや考えの共有
第7回 現状分析やアイデア出しの⽅法についての講義
第8回 グループとしての⽅向性の確認​
第9回 グループのアイデアを具体化する議論
第10回 グループごとの中間発表、中間発表に対する講師からの講評

第11回 これまでの取り組みを振り返る、発表にあたっての留意点についての講義
第12回 グループごとにアイデアの整理と⽅向性の確認
第13回 グループごとに発表資料のまとめや講師への確認
第14回 グループごとの最終発表
第15回 最終発表に対する講師からの講評



【授業外学修】(標準学習時間:各回2時間) 
・予習として、事前課題に取り組む。事前課題は授業１⽇⽬に提出する。
・関係する資料を図書館やインターネットなどで⼊⼿し、読んでおく。
・配布される資料を参考に授業後復習と予習を⾏う。
・授業ではグループ・ワークが多く⾏われるため、⾃分⾃⾝の意⾒を明確に述べられるよう準備をしておく。
・状況に応じて、３⽇間の授業終了後、レポートを課すことがある。 

【アクティブラーニング】
グループワークを中⼼に活動し、プレゼンテーションを複数回⾏う。
必要に応じでフィールドワークに取り組む。

履修上の注意/Notes
【説明会】
・受講希望者は必ず出席すること。
・6⽉下旬〜7⽉上旬に説明会を開催する予定。履修登録は7⽉中に⾏う予定。

【授業】
・9⽉中旬の3⽇間で実施予定。
・授業の内容や順番は変更になる場合がある。
・実施場所はサザコーヒーひたちなか本店、茨城⼤学⽔⼾キャンパス、ひたちなか商⼯会議所の予定である。
・現地集合、現地解散となる。
・遅刻または早退3回で1回の⽋席とみなす。30分以上の遅刻または早退は⽋席とする。
・実施場所（最寄駅は勝⽥駅）までの交通費と３⽇間の昼⾷費は個⼈負担となる。
・受講⼈数は30名程度の予定。

＊社会状況（新型コロナウイルスの影響など）に応じて⽇程などの変更がありうる。

情報端末の活⽤
・Teamsによる学習資料の配布等を⾏う。
・授業内においても、各種調査等に活⽤するのでＰＣを持参すること。

成績評価基準/Evaluation criteria
Ａ＋︓地元企業の役割や経営について基本的な知識と考え⽅を⼗分に修得し、経営に関わる具体的な企画提案の意欲と⼿法を⼗分に獲得して
いる。
Ａ ︓地元企業の役割や経営について基本的な知識と考え⽅を修得し、経営に関わる具体的な企画提案の意欲と⼿法を獲得している。
Ｂ ︓地元企業の役割や経営について基本的な知識と考え⽅を概ね修得している。
Ｃ ︓地元企業の役割や経営について基本的な知識と考え⽅について最低限修得している。
Ｄ ︓地元企業の役割や経営について基本的な知識と考え⽅が修得できていない。

成績の評価⽅法/Grading
事前学習課題の取り組み︓20％
授業中の取り組み︓40％
各発表の取り組み︓40％

教科書/Textbook(s)



備考 教科書︓特になし

参考書/Reference Book(s)
参考書1

書名 20年続く⼈気カフェづくりの本 : 茨城・勝⽥の名店「サザコーヒー」に学ぶ

著者名 ⾼井尚之 著

出版社 プレジデント社

出版年 2017

ISBN 9784833422505

教材費 1300

参考書2

書名 すべては⼀杯のコーヒーから

著者名 松⽥ 公太 著

出版社 新潮社

出版年  

ISBN 9784101180311

教材費 500

参考書3

書名 ⽉3万円ビジネス100の実例 : ワイワイガヤガヤ愉しみながら仕事を創る

著者名 藤村靖之 著

出版社 晶⽂社

出版年 2015

ISBN 9784794968845

教材費 1500

参考書4

書名 キーワード地域社会学 新版

著者名 地域社会学会編

出版社 ハーベスト社

出版年 2011

ISBN 9784863390287

教材費  

関連するディプロマ・ポリシーの要素・能⼒
世界の俯瞰的理解 〇

専⾨分野の学⼒ △

課題解決能⼒ ◎

コミュニケーション⼒ ◎

実践的英語⼒  



社会⼈としての姿勢 ◎

地域活性化志向 ◎

アクティブ・ラーニング型科⽬
〇

PBL科⽬
〇

地域志向科⽬
〇

使⽤⾔語
⽇本語

実務経験のある教員による授業科⽬
 企業経営の実践者である社員が、その経験に基づき地域の企業経営について講義や授業⽀援を⾏う。

実践的教育から構成される授業科⽬
 

社会⼈リカレント教育（専⾨コース・カスタムコース）
授業科⽬提供  受講条件等  



時間割コード KZ3003 ナンバリング KZ-ARS-331-COE 科⽬分野 演習

開講曜⽇・時限 集中 単位数 2 ⽇英区分 ⽇本語

対象学⽣ 全学共通 対象年次 1年次 〜 4年次

開講年度 2022年度前期 共通教育（基盤・教養・教育学部以外の教職）

科⽬名 5学部混合地域PBL Ⅲ

担当教員（ローマ字表記） ⻄野 由希⼦, 井上 拓也（Takuya Inoue）

シラバス⽤備考 【前期】

授業題⽬/Title
5学部混合地域PBLⅢ

授業の概要/Course Overview
内容から「地域課題⼊⾨」と呼ぶ。⼈⽂社会科学部の「⼈⽂社会科学部地域志向教育プログラム」への導⼊の意味を持つ科⽬であり、集中講
義として開講する。
授業は茨城県と常陸⼤宮市と協働で⾏い、課題の提⽰、現地での調査（フィールドワーク）、調査結果の整理・分析、課題解決案の検討、課
題解決案の発表、レポート提出という内容で進める。基本的に現地で⾏い、県庁や市役所職員、市⺠によるレクチャーや意⾒交換を含む。

キーワード/Keyword(s)
地域課題、課題発⾒、課題解決、茨城県、⾃治体、常陸⼤宮市、地域活性化、地域連携、伝統⽂化、市⺠ネットワーク、防災、RESAS（地域
経済分析システム）

到達⽬標/Learning Objectives
・地域とはどのようなものか、そこでどのような課題が⽣じているか、特に⾃治体、市⺠・地域セクターについて理解できるようになる。 
・地域の現状の把握や分析のために、RESAS等のデータを活⽤できるようになる。 
・地域の課題を調査・研究する⽅法を学ぶことで、課題解決の提案をまとめたり、実践的な活動や研究に取り組んだりできるようになる。

授業及び授業外の学修/Lesson plans & homework
本授業は「対⾯授業」として⾏う。現地での「フィールドワーク」を中⼼とした、4⽇間の集中講義である。（諸状況により「⼀部オンライン
授業（同時双⽅向）」等に変更することがある。事前の説明会や履修登録の際にその旨を説明する）

履修登録前︓説明会（オンライン（Teams）予定）

第１回 1⽇⽬︓ガイダンス 4⽇間についての説明、⾃⼰紹介、地域を学ぶことについての発表

第２回 1⽇⽬︓茨城県からの課題提⽰、県職員によるレクチャー
第３回 1⽇⽬︓茨城県からの課題に対する調査、調査結果の整理・分析、課題解決案の検討
第４回 1⽇⽬︓茨城県からの課題について課題解決案の発表、グループでのディスカッション、まとめ
（第１回〜第４回︓ディスカッション、ミニッツペーパー）

第５回 2⽇⽬︓常陸⼤宮市での課題提⽰、市職員・市⺠等によるレクチャー
第６回 2⽇⽬︓常陸⼤宮市での現地調査
第７回 2⽇⽬︓常陸⼤宮市での現地調査に基づくグループディスカッション
（第５回〜第７回︓フィールドワーク、ＰＢＬ、ディスカッション、ミニッツペーパー）



第８回 3⽇⽬︓常陸⼤宮市での現地調査とRESASのデータ調査
第９回 3⽇⽬︓常陸⼤宮市での調査結果の整理と分析
第10回 3⽇⽬︓常陸⼤宮市での調査結果の分析についてのグループディスカッション
第11回 3⽇⽬︓常陸⼤宮市での調査結果に基づく課題解決案の検討
（第８回〜第11回︓フィールドワーク、ＰＢＬ、ディスカッション、ミニッツペーパー）
 
第12回 4⽇⽬︓常陸⼤宮市での調査結果に基づく課題解決案についてのディスカッション
第13回 4⽇⽬︓常陸⼤宮市での調査結果に基づく課題解決案のブラッシュアップと発表資料作成
第14回 4⽇⽬︓常陸⼤宮市での調査結果に基づく課題解決案の発表会
第15回 4⽇⽬︓全体ディスカッション、まとめ
（第12回〜第15回︓グループワーク、ＰＢＬ、クリエイティブセッション、ミニッツペーパー）

【授業外学修】（実際の実施⽇程によるが、おおむね授業の各回90分に相当するような授業外学修を以下のような内容について⾏う予定であ
る）
・各⽇の授業について振り返りを⾏い、整理してまとめる
・説明会やガイダンス、実地調査の際に配布・紹介する資料や参考書等を読む
・茨城県、常陸⼤宮市等の⾃治体や地域について、RESAS等のデータベースにより基礎的なデータを収集する
・課題等に関連して⾒学や調査、参加等を⾏い、授業の内容に反映させる

履修上の注意/Notes
・調査や討論等に、主体的、積極的に参加して下さい。
・集中講義であり、学外・現地調査を⾏いますので、遅刻・⽋席をしないように。
・⽇程や内容は、茨城県や常陸⼤宮市との相談により、変更になる可能性があります。本講義について、履修登録前に説明会（Teamsによる
オンラインを予定）を開きますので、必ず出席し、開講⽇や諸注意などよく説明を聞いて受講して下さい。
・オフィスアワー（⻄野︓⽕曜昼休み︓研究室⼈⽂棟A-310:事前にメールで連絡してください）

情報端末の活⽤
・RESAS等のデータベースについて学び、それを活⽤して調査等を⾏いながら授業を進めますのでPCを持参してください。

成績評価基準/Evaluation criteria
Ａ＋︓地域活性化に関して基本的な知識と考え⽅を⼗分に修得し、地域の課題とその解決⽅法を検討・考察できている。
Ａ ︓地域活性化に関して基本的な知識と考え⽅を修得し、地域の課題とその解決⽅法を検討・考察できている。
Ｂ ︓地域活性化に関して基本的な知識と考え⽅を概ね修得し、地域の課題とその解決⽅法を検討・考察できている。
Ｃ ︓地域活性化に関して基本的な知識と考え⽅について最低限の修得をしており、地域の課題とその解決⽅法を検討・考察できている。
Ｄ ︓地域活性化に関して基本的な知識と考え⽅が修得できておらず、地域の課題とその解決⽅法を検討・考察できていない。

成績の評価⽅法/Grading
調査内容等に基づく1⽇⽬・2⽇⽬・3⽇⽬のミニレポート、発表会での発表（評価に応じてグループごとに⼀定の点数を与える）、最終レ
ポート、によって評価する（最終レポートには、RESAS等のデータを活⽤すること）。５︓２︓３とする。

教科書/Textbook(s)
備考 教科書︔特になし。プリント及び資料を配付します。

参考書/Reference Book(s)
参考書1



書名 未来につなげる地⽅創⽣ : 23の⼩さな⾃治体の戦略づくりから学ぶ

著者名 内閣府地⽅創⽣⼈材⽀援制度派遣者編集チーム 編

出版社 ⽇経BP社

出版年 2016

ISBN 4822235726

教材費 2000

関連するディプロマ・ポリシーの要素・能⼒
世界の俯瞰的理解 △

専⾨分野の学⼒ △

課題解決能⼒ ◎

コミュニケーション⼒ ◎

実践的英語⼒  

社会⼈としての姿勢 ○

地域活性化志向 ◎

アクティブ・ラーニング型科⽬
○

PBL科⽬
○

地域志向科⽬
○

使⽤⾔語
⽇本語のみ

実務経験のある教員による授業科⽬
・⾏政政策の⽴案に携わっている者が、その経験を活かして、具体的な政策課題や⽴案の視点を講義する。

実践的教育から構成される授業科⽬
・学外実習・現地調査が授業の中⼼となっており、茨城県、常陸⼤宮市と連携し、「まちづくり」についての実践的教育を⾏う。

社会⼈リカレント教育（専⾨コース・カスタムコース）
授業科⽬提供 ○ 受講条件等 集中講義であり、⽇程・内容等の詳細が決まるのは、5⽉ころの予定です。



時間割コード KZ3004 ナンバリング KZ-ARS-331-COE 科⽬分野 演習

開講曜⽇・時限 集中 単位数 2 ⽇英区分 ⽇本語

対象学⽣ 全学共通 対象年次 1年次 〜 4年次

開講年度 2022年度前期 共通教育（基盤・教養・教育学部以外の教職）

科⽬名 5学部混合地域PBL Ⅳ

担当教員（ローマ字表記） ⻘⽊ ⾹代⼦, 瀬尾 匡輝, 胡 安琪（Masaki Seo）

シラバス⽤備考 【前期】

授業題⽬/Title
 

授業の概要/Course Overview
ひたちなか国際交流協会、⽇本語教室ルンルンの協⼒を得て、国際交流協会及び地域の国際交流ボランティア等からのヒアリングやディス
カッション、活動⾒学を通して多⽂化化する地域の抱える問題を知り、地域の⼀員として地域の多⽂化共⽣のために何ができるかを考える。

キーワード/Keyword(s)
多⽂化共⽣、地域、協働、PBL

到達⽬標/Learning Objectives
・多⽂化社会化が進む地域の抱える問題が理解できる。
・地域社会の⼀員として多⽂化共⽣のため⾃分たちに何ができるかを考えることができる。
・⽂化背景の異なる他者と英語ややさしい⽇本語等を駆使してグループワーク、ディスカッション等の活動ができる。

授業及び授業外の学修/Lesson plans & homework
【授業内容】
第1回 ・ガイダンス(PBLⅣの⽬的とスケジュール説明)
・アイスブレーキング（⾃⼰紹介等）、
・在⽇外国⼈が抱える問題、⽇本⼈学⽣の認識（グループ・ディスカッション）
第2回 ・講義; 多⽂化化が進む⽇本の状況（観光客や「お客さん」ではない外国⼈住⺠ について）+（グループ・ディスカッション）
第3回 ・ワークショップ: 多⽂化理解(意識化アクティビティ)
第4回 ・話題提供: ひたちなか国際交流協会、「⽂化祭」概要、準備・参加について 
第5回 ・国際交流⽂化祭準備参加→⾒学、準備計画・役割分担決定等
第6回 ・国際交流⽂化祭準備参加→⾒学、準備計画・役割分担決定等 
第7回 ・国際⽂化祭準備→グループでの話し合い、準備計画の修正等
第8回 ・国際交流⽂化祭準備→グループでの話し合い、動画作成等
第9回 ・国際交流⽂化祭準備→グループでの話し合い、動画作成等
第10回 ・国際交流⽂化祭準備→グループ最終打合せ・確認、当⽇役割分担 
第11回 ・国際交流⽂化祭参加→ 作品提⽰、パーフォーマンス等（１）
第12回 ・国際交流⽂化祭参加→ 作品提⽰、パーフォーマンス等（２）
第13回 ・国際交流⽂化祭参加→ 作品提⽰、パーフォーマンス等（３）
第14回 ・グループ発表準備(発表内容: グループ活動報告・感想、今後に向けて) 
第15回 ・発表会、講評・全体のまとめ、振り返り

【アクティブラーニング】



全授業通して以下のアクティブラーニングを⽤いる。
・茨城県内の多⽂化共⽣の状況を理解し、地域のボランティア、外国⼈住⺠とともに問題解決に向けて考える等、地域への社会貢献を⾏う
【サービスラーニング】
・各回の授業では、テーマについて考えたことをペアやグループで話し合う【シンク・ペア・シェア】【グループディスカッション】ととも
に、プロジェクトの現状報告及びふりかえりを⾏う【リフレクティブ・ジャーナル】。
・プロジェクト活動をふりかえり、学んだこと、⼯夫したこと、今後の課題をまとめ、発表、レポートという形で報告する【授業後レポー
ト】

【授業外学修】
・各授業後、授業内の活動の経過、得たこと、課題、⾃⾝のグループ活動貢献度等をウィークリーレポートとして報告すること。
・ 授業では、ペア、グループやクラス全体によるディスカッションが多く⾏われる。そのため、他の学⽣の声に⽿を傾けるとともに、⾃分⾃
⾝の意⾒を明確に述べられるようにしておく。
・グループ発表等グループで活動することが多いが、授業外でも集って話し合うなどグループ内の情報共有を密にすること。
・各回の授業外学修に要する時間は平均 90 分程度を⽬安とする。(ウィークリーレポート作成、グループメンバー・協⼒団体との授業外打合
せ、レポート作成や発表準備を含む)

履修上の注意/Notes
・本授業は集中講義ですので、変則的な⽇程で⾏います。詳細は5⽉中旬に⾏われる説明会で説明しますので、必ず出席してください。
・履修にあたって、以下の条件を満たすこと
 ◎7⽉開催予定のひたちなか市国際交流協会⽇本語教室ルンルン「ルンルンデー」の準備及び当⽇の発表に参加できること。
  ◎第1回〜第6回までは1クォータ後半の⽔曜⽇4講時・5講時に⾏うので、同講時に出席できること。2クォータは⽔曜⽇5講時もしくは協
⼒先の都合により6講時となる可能性があるが、同時間に出席できること。
  ※シラバスで提⽰した予定は協⼒先等の都合で変更の可能性もありますので、その都度確認してください。
・授業・グループワークへの積極的な参加を求めます。 
・2/3以上の出席がない場合は不合格とします。
・遅刻または早退3回で1回の⽋席とみなします。
・30分以上の遅刻または早退は⽋席とします。
・16回⽬に期末試験を⾏いません。
・⾒学・⽂化祭参加等にかかる交通費等は原則として⾃⼰負担とします。

情報端末の活⽤
・講義資料はmanabaで配信する。
・レポート等はmanabaを通じて提出すること。
・毎回発話あり。

成績評価基準/Evaluation criteria
Ａ＋︓地域の多⽂化共⽣についての基本的な知識と考え⽅を⼗分に修得し，それに基づき、⽂化背景の異なる他者と協働で、問題の解決策等
について的確な意⾒を提⽰できている。
Ａ ︓地域の多⽂化共⽣についての基本的な知識と考え⽅を修得し、それに基づき、⽂化背景の異なる他者と協働で、問題の解決策等について
意⾒を提⽰できている。
Ｂ ︓地域の多⽂化共⽣についての基本的な知識と考え⽅を概ね修得し、それに基づき、⽂化背景の異なる他者と協働で、問題の解決策等につ
いて意⾒を概ね提⽰できている。
Ｃ ︓地域の多⽂化共⽣についての基本的な知識と考え⽅を最低限の修得をしており，それに基づき、⽂化背景の異なる他者と協働で問題の解
決策等について最低限の意⾒を提⽰できている。
Ｄ ︓地域の多⽂化共⽣についての基本的な知識と考え⽅が修得できておらず，問題の解決策等について意⾒を提⽰できていない。

成績の評価⽅法/Grading



レポート: 40%  グループ発表: 30% 活動への態度・貢献度:10%  ウィークリーレポート: 20%

教科書/Textbook(s)
備考 特になし。

参考書/Reference Book(s)

関連するディプロマ・ポリシーの要素・能⼒
世界の俯瞰的理解 ◎

専⾨分野の学⼒  

課題解決能⼒ ◎

コミュニケーション⼒ ◎

実践的英語⼒ △

社会⼈としての姿勢 〇

地域活性化志向 ◎

アクティブ・ラーニング型科⽬
〇

PBL科⽬
〇

地域志向科⽬
〇

使⽤⾔語
⽇本語

実務経験のある教員による授業科⽬
 

実践的教育から構成される授業科⽬
 

社会⼈リカレント教育（専⾨コース・カスタムコース）
授業科⽬提供  受講条件等  



時間割コード KZ3005 ナンバリング KZ-ARS-331-COE 科⽬分野 演習

開講曜⽇・時限 集中 単位数 2 ⽇英区分 ⽇本語

対象学⽣ 全学共通 対象年次 2年次 〜 4年次

開講年度 2022年度前期 共通教育（基盤・教養・教育学部以外の教職）

科⽬名 地域協創ＰＢＬ

担当教員（ローマ字表記） 桐原 武⽂（Takebumi Kirihara）

シラバス⽤備考 【前期】

授業題⽬/Title
 

授業の概要/Course Overview
 茨城県における地域振興を実践的に学んでいく。受講⽣は、他⼤学や様々な学部から参加する学⽣と共に⾃治体や企業等で実地体験を⾏
い、現地視察や関係者との意⾒交換を通して、地域資源の強みと弱みを把握しながら新たな地域振興プランの提案を⾏う。これら⼀連の過程
を通して、「地域志向で協創⼒ある学⽣」、「現場志向で課題解決⼒ある学⽣」、「未来志向でリーダー⼒ある学⽣」の育成を⽬的とする。

キーワード/Keyword(s)
地域振興、⽇常⽣活と移動、まちづくり、観光、課題解決、PBL、他⼤学混合

到達⽬標/Learning Objectives
〇地域振興の意義について理解している。
〇社会⼈との交流により地域課題に気付くことができる。
〇講義、現地視察、聞き取り、グループワーク、振り返り、発表などにより、地域を多⾓的な視点から理解し、課題解決について考察でき
る。
〇主体的に地域振興に関わっていく意欲や⽅法を獲得できる。

授業及び授業外の学修/Lesson plans & homework
【授業内容】
「⿅⾏地区（⿅嶋市を中⼼に）の現状や観光産業、地域産業及び地域交通状況から地域振興施策を考える」
【全て対⾯授業】
 【授業外学習】事前説明会で授業内容及び事前の学習等について説明する。
＜1⽇⽬（第1回〜第5回）＞
第1回︓【導⼊講義】
「地域振興とは ⼈⼝減少・過疎化・⾼齢化の問題・地域交通等の現状について」
第2回︓【授業内容】研究課題の発表及び説明、受⼊れ先での情報収集の⽅法検討
（事前質問の検討）
第3回︓【授業内容】講義｜「⿅⾏地区（⿅嶋市）の観光及び地域振興策等について」
第４回︓【授業内容】講義｜受け⼊れ先からの情報収集（関係者に対する聞き取り調査）
第5回︓【授業内容】 ➀【選択型】グループ毎にまとめ
②受⼊れ先とともに論議
 【授業外学習】①本⽇の第１回〜第５回の授業内容についてまとめる。（グループ学習）
②受け⼊れ先等の事前調査（個別調査）
＜2⽇⽬（第6回〜第10回）＞
第6回︓【授業内容】1⽇⽬の振り返り



（グループワークにより受⼊れ先➀での情報をまとめる）
第7回︓【授業内容】講義｜「⿅⾏地区の観光及び地域振興策等について」
第8回︓【授業内容】講義｜「⿅⾏地区の交通状況等について」
第9回︓【授業内容】講義｜ 現地⾒学と情報収集（関係者に対する聞き取り調査）
第10回︓【授業内容】①【オープンディベート型】グループワークによりまとめ
②受⼊れ先とともに論議
 【授業外学習】１⽇⽬・2⽇⽬の振り返り及び発表資料の準備（情報をまとめる）
＜3⽇⽬（第11回〜第15回）＞
第11回︓【授業内容】発表会準備
受⼊れ先の情報をまとめるとともに、補強データや図表等のコンテンツ作成
第12回︓【授業内容】プレゼン資料の作成と発表練習
第13回︓【授業内容】グループによる発表会＆討論（１）
第14回︓【講義内容】グループによる発表会＆討論（２）
第15回︓【授業内容）講評と講義︓「茨城県の地域振興施策と茨城県観光施策のこれから」

【授業外学修】 (標準学習時間:各回2時間)
※【事前説明会】及び【導⼊講義】等で詳しく説明します。
（１）事前説明会において提⽰される事前課題について、参考図書やインターネットで各⾃情報を収集し、第１⽇⽬授業の際に提出できるよ
うに準備しておくこと。加えて受⼊れ先についての情報をネット等であらかじめ調べておくこと。
（２）第１⽇⽬と２⽇⽬については、翌⽇のグループワークに向けて、受⼊れ先で収集した情報に対する個⼈の考えを取りまとめておくこ
と。その際、⾃⾝の考えを補強するためのデータについてもネット等で収集しておくこと。
（３）個⼈で作成する事後レポートに向けて、第３⽇⽬終了後には第１〜３⽇⽬すべての情報と、グループとして取りまとめた成果物につい
て振り返り、それを基に⾃⾝の意⾒をレポートとしてまとめること。

【アクティブラーニング】
教員や受⼊れ先による講義の回（第１、３、７、14，15回）以外は全てグループ単位での演習・発表である。意⾒の取りまとめ部分では、そ
れぞれ「選択型」（第５回）、「オープンデイベート型」（第９回）による意⾒集約の⽅法を演習する。

履修上の注意/Notes
〇茨城⼤学⽣の受講は10〜15名程度とします。このほか、他⼤学の学⽣の受講もあわせ、全体で20〜25名程度とします。
〇この授業は9⽉中の連続する3⽇間で開講します。詳細な⽇程は掲⽰等で周知しますが、3⽇間とも出席できることが条件となります。1⽇で
も⽋席が予定されている者の受講は認めませんので注意してください。
〇この授業の事前説明会（オリエンテーション）を7⽉上旬に実施する予定です。受講希望者は事前説明会に出席してください。なお、履修登
録の⼿続は7⽉中を予定しています（いずれも掲⽰します）。
〇学外での実地体験がありますが、3⽇間すべて⼤学に集合することを原則とします。場合によっては実地体験先までの交通費が受講⽣の個⼈
負担となる場合があります。
〇学⽣教育研究災害傷害保険等の保険加⼊が受講の条件です。詳細については事前説明会で確認してください。
〇遅刻たは早退3回で1回の⽋席とみなします。30分以上の遅刻または早退は⽋席とします。
〇令和３年度は茨城⼤学（⽔⼾キャンパス）を会場として実施します。

情報端末の活⽤
 グループで発表資料を作成しての発表会を実施するため、ノート型PCを持参すること（パワーポイント等のプレゼンテーション・ソフトが
使⽤できること。

成績評価基準/Evaluation criteria

A＋︓⾃治体や企業の情報から地域の課題を認識し、課題に対しての現実的な解決策を提案できる。
A︓⾃治体や企業の情報から地域の課題を認識し、現実性はないが解決案は提案できる。
B︓解決策の提案までは難しいが、⾃治体や企業の情報から地域課題を認識することはできる。



C︓地域の課題を認識することができない（誤認してしまう）。
D︓そもそも情報を収集・集約することができない。

成績の評価⽅法/Grading
〇事前課題｜10%
〇実地体験における積極性｜10%
〇観光施策や地域振興施策等の⼝頭発表（グループ）｜30%
〇グループ発表時の質疑応答｜10%
〇事後レポート｜40%

教科書/Textbook(s)
教科書1

書名 茨城「地理・地名・地図」の謎 : 意外と知らない"茨城県"の歴史を読み解く!

著者名 ⼩野寺淳監修

出版社 実業之⽇本社

出版年 2014

ISBN 978-4408455174

教材費  

 

参考書/Reference Book(s)

関連するディプロマ・ポリシーの要素・能⼒
世界の俯瞰的理解  

専⾨分野の学⼒  

課題解決能⼒ 〇

コミュニケーション⼒ 〇

実践的英語⼒  

社会⼈としての姿勢 〇

地域活性化志向 〇

アクティブ・ラーニング型科⽬
〇

PBL科⽬
〇

地域志向科⽬
〇



使⽤⾔語
⽇本語のみ

実務経験のある教員による授業科⽬
 ⾏政政策の⽴案及びその推進に携わっている者（茨城県・⿅嶋市・その他）からのオムニバス形式による講義及び現地視察などを通して，
具体的な政策課題や⽴案について様々な視点から意⾒交換を通して地域振興を実践的に学ぶ。

実践的教育から構成される授業科⽬
 

社会⼈リカレント教育（専⾨コース・カスタムコース）
授業科⽬提供 〇 受講条件等  
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